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建
造
す
る
の
は
常
石
グ
ル

ー
プ
の
中
国
工
場
（
常
石
集

団
〈
舟
山
〉
造
船
）。
メ
ド

ウ
ェ
ー
が
常
石
グ
ル
ー
プ
に

新
造
船
を
発
注
す
る
の
は
初

め
て
。

　
メ
ド
ウ
ェ
ー
・
シ
ッ
ピ
ン

グ
は
ギ
リ
シ
ャ
（
ア
テ
ネ
）

に
拠
点
を
置
く
船
舶
保
有
主

体
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
「
コ
ス
タ
ス
・
バ
ル

ク
」、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
船

舶
管
理
会
社
「
メ
ド
ウ
ェ
ー

・
シ
ッ
ピ
ン
グ
＆
ト
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
」（
Ｍ
Ｓ
Ｔ
）、
こ
れ

以
外
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ド

バ
イ（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）

の
チ
ャ
ー
タ
リ
ン
グ
（
用
船

活
動
）
な
ど
の
営
業
拠
点
で

構
成
さ
れ
る
。

　
今
年
５
月
時
点
で
コ
ス
タ

ス
・
バ
ル
ク
は
自
社
保
有
船

５
隻
、
裸
用
船
（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）

５
隻
の
合
計
10
隻
の
バ
ル
カ

ー
を
保
有
。
船
型
は
カ
ム
サ

マ
ッ
ク
ス
１
隻
、
ウ
ル
ト
ラ

マ
ッ
ク
ス
６
隻
、
ス
ー
プ
ラ

マ
ッ
ク
ス
２
隻
、
ハ
ン
デ
ィ

サ
イ
ズ
１
隻
と
な
っ
て
い

る
。

　
メ
ド
ウ
ェ
ー
は
こ
れ
ま
で

新
造
船
の
大
半
を
日
本
造
船

所
に
発
注
。
コ
ス
タ
ス
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
「
日
本
の
造
船
所
の
技

術
力
の
高
さ
は
素
晴
ら
し

く
、
環
境
規
制
に
も
優
れ
て

対
応
し
て
い
る
」
と
話
す
。

　
同
社
の
ポ
リ
シ
ー
の
一
つ

に「
輸
送
貨
物
を
確
保
す
る
」

と
い
う
点
が
あ
る
。

　
単
な
る
チ
ャ
ー
タ
リ
ン
グ

活
動
だ
け
で
な
く
、「
わ
れ

わ
れ
は
ド
ラ
イ
船
主
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
（
運
航
船
社
）
と

し
て
貨
物
の
確
保
を
重
視
し

て
い
る
」（
コ
ス
タ
ス
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）。

　
こ
う
し
た
貨
物
重
視
の
経

営
姿
勢
を
持
ち
な
が
ら
、
近

年
は
船
隊
整
備
に
も
力
を
入

れ
て
き
た
。

　
日
本
造
船
所
で
は
今
治
造

船
、
新
来
島
ど
っ
く
、
名
村

造
船
所
に
新
造
船
を
発
注
。

12
月
時
点
で
発
注
残
は
常

石
へ
の
１
隻
の
ほ
か
、
名
村

造
船
所
に
４
万
重
量
㌧
型
４

隻
が
あ
る
。

　
名
村
の
新
造
船
に
は
、
名

村
が
グ
ル
ー
プ
会
社
の
函
館

ど
つ
く
（
北
海
道
函
館
市
）

と
共
同
開
発
し
た
新
デ
ザ
イ

ン
の
４
万
重
量
㌧
型
「
Ｈ
Ｉ

Ｇ
Ｈ　
Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ｋ
40
Ｅ
」
が

含
ま
れ
る
。
既
存
船
型
の
３

　
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
大
型
原
油
タ

ン
カ
ー
）
市
況
が
軟
化
し
て

い
る
。
足
元
の
中
東
―
中
国

航
路
の
運
賃
相
場
は
Ｗ
Ｓ

（
ワ
ー
ル
ド
ス
ケ
ー
ル
）
77

・
７
、
用
船
料
換
算
で
日
建

て
４
万
２
０
０
０
㌦
。「
11

月
下
旬
に
一
時
Ｗ
Ｓ
１
３
０

近
く
に
ま
で
高
騰
し
た
が
、

こ
こ
へ
き
て
一
気
に
下
げ
足

を
速
め
て
い
る
」（
市
場
関

係
者
）。
中
国
の
需
要
回
復

が
進
ま
な
い
中
で
、Ｅ
Ｕ（
欧

州
連
合
）
の
ロ
シ
ア
産
原
油

の
禁
輸
措
置
発
動
や
産
油
国

の
減
産
継
続
表
明
な
ど
、
輸

送
需
要
減
の
要
素
が
散
見
さ

れ
始
め
、セ
ン
チ
メ
ン
ト（
市

場
心
理
）
が
冷
え
込
ん
で
い

る
可
能
性
も
あ
る
。

　
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
市
況
は
11
月
下

旬
に
Ｗ
Ｓ
１
２
０
台
後
半
を

付
け
た
が
、
２
週
間
で
約
40

㌽
ダ
ウ
ン
。
市
場
関
係
者
は

「
中
国
の
需
要
回
復
が
遅
い
。

ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
で
い
ま
だ

に
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市
封

鎖
）
も
起
き
て
い
る
」
と
、

中
国
向
け
の
輸
送
需
要
が
振

る
わ
な
い
こ
と
を
指
摘
す

る
。

　
ま
た
、
５
日
か
ら
Ｅ
Ｕ
に

よ
る
ロ
シ
ア
産
原
油
の
禁
輸

措
置
が
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
に

よ
り
、「
ロ
シ
ア
産
原
油
の

生
産
量
が
減
少
す
る
流
れ
に

な
る
」（
市
場
関
係
者
）。

　
さ
ら
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
石
油

輸
出
機
構
）プ
ラ
ス
が
４
日
、

11
月
に
始
め
た
日
量
２
０
０

万
バレル  
の
協
調
減
産
を
今
後
も

継
続
す
る
方
針
を
発
表
。
動

向
次
第
で
は
追
加
措
置
を
講

じ
る
準
備
が
あ
る
と
含
み
も

持
た
せ
て
い
る
。

　
市
場
関
係
者
は
「
禁
輸
と

減
産
は
輸
送
需
要
減
に
つ
な

が
る
」
と
し
、
一
層
の
市
況

軟
化
に
警
戒
感
を
示
す
。

　
最
新
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ポ

ー
ト
で
中
東
―
中
国
の
Ｗ
Ｓ

は
77
・
７
、
用
船
料
換
算
で

は
低
硫
黄
油
（
Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｆ

Ｏ
）
使
用
で
４
万
２
０
０
０

㌦
、
高
硫
黄
重
油
で
同
約
５

万
㌦
。

　
■
需
給
均
衡
の
役
割
期
待

　
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
の
減
産

継
続
発
表
を
受
け
、
石
油
連

盟
は
５
日
、
木
藤
俊
一
会
長

（
出
光
興
産
社
長
、
写
真
）

の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
。
木
藤

会
長
は
今
後
の
原
油
価
格
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
へ
の
影
響
を

注
視
す
る
考
え
を
示
し
た
上

で
、「
冬
場
の
需
要
期
に
入

り
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
が
需

給
均
衡
の
中
心
的
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
し
た
。

　
米
Ｆ
Ｍ
Ｃ
（
連
邦
海
事
委

員
会
）
は
１
日
、
改
正
海
事

法
（
Ｏ
Ｓ
Ｒ
Ａ
２
０
２
２
）

に
対
応
し
た
デ
マ
レ
ー
ジ
・

デ
ィ
テ
ン
シ
ョ
ン（
Ｄ
＆
Ｄ
、

超
過
保
管
料・返
却
延
滞
料
）

の
調
査
・
監
督
機
能
に
関
す

る
暫
定
手
続
き
案
を
発
表
し

た
。
Ｏ
Ｓ
Ｒ
Ａ
２
０
２
２
を

巡
っ
て
は
、
海
運
会
社
（
コ

ン
テ
ナ
船
社
）
が
課
徴
す
る

諸
チ
ャ
ー
ジ
に
対
す
る
Ｆ
Ｍ

Ｃ
の
監
督
権
強
化
が
大
き
な

焦
点
だ
っ
た
。
こ
れ
に
関
連

し
て
Ｆ
Ｍ
Ｃ
で
は
Ｏ
Ｓ
Ｒ
Ａ

２
０
２
２
が
成
立
し
た
６
月

以
降
、
諸
チ
ャ
ー
ジ
に
関
す

る
１
７
５
件
の
異
議
申
し
立

て
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

　
今
回
、
公
表
さ
れ
た
Ｄ
＆

Ｄ
に
関
す
る
手
続
き
は
、
荷

主
に
よ
る
異
議
申
し
立
て
に

応
じ
て
Ｆ
Ｍ
Ｃ
の
調
査
部
門

が
調
査
活
動
を
開
始
。
調
査

の
結
果
、
コ
ン
テ
ナ
船
社
側

に
問
題
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
場
合
、
Ｆ
Ｍ
Ｃ
は
当
該
船

社
に
対
し
て
課
徴
が
問
題
な

い
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
、
船
社
側
が

Ｄ
＆
Ｄ
な
ど
諸
チ
ャ
ー
ジ
課

中
東
―
中
国
4.2
万
㌦

市
場
心
理
悪
化

禁
輸・減
産

ＶＬＣＣ軟化

　
ギ
リ
シ
ャ
船
主
の
メ
ド
ウ
ェ
ー
・
シ
ッ
ピ
ン
グ
は
常
石
造
船
に
新
造
船
１
隻
を
発
注
し
た
。
竣
工
は
２
０
２
５
年
４
―
６
月
。
船
型
は
６
万
４

０
０
０
重
量
㌧
型
ウ
ル
ト
ラ
マ
ッ
ク
ス
。
同
社
の
コ
ス
タ
ス
・
デ
ラ
ポ
ル
タ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）
は
新
造
船
に
つ
い
て
「
燃
費
効
率

が
良
く
、
環
境
に
配
慮
し
た
設
計
を
高
く
評
価
し
た
」
と
し
て
い
る
。

常
石
造
船
に
新
造
発
注

25
年
４
―
６
月
竣
工

メドウェー
64
型
Ｂ
Ｃ
１
隻
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【
関
西
】
日
立
造
船
は
５

日
、
連
結
子
会
社
オ
ー
ナ
ミ

（
大
阪
市
）
の
発
行
済
み
株

式
の
う
ち
66
・
６
％
を
セ
ン

コ
ー
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス（
セ
ン
コ
ー
Ｇ
Ｈ
Ｄ
、

東
京
都
）
に
譲
渡
す
る
と
発

表
し
た
。
同
日
株
式
譲
渡
契

約
を
結
ん
だ
。
譲
渡
株
式
数

は
６
９
７
万
49
株
で
、
譲
渡

価
格
は
非
開
示
。

　
株
式
譲
渡
は
２
０
２
３
年

３
月
31
日
付
で
行
う
予
定
。

日
立
造
船
は
23
年
３
月
期
連

結
決
算
で
株
式
売
却
益
約
14

億
円
を
特
別
利
益
で
計
上
す

る
。
オ
ー
ナ
ミ
は
１
９
４
９

年
設
立
、
日
立
造
船
子
会
社

と
し
て
総
合
物
流
事
業
を
展

開
し
、
16
年
に
完
全
子
会
社

化
し
て
い
た
。

　
一
方
、
現
中
期
経
営
計
画

で
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
最

適
化
を
進
め
る
中
、
オ
ー
ナ

ミ
の
脱
炭
素
化
や
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
を
踏
ま
え
他
の

物
流
会
社
と
の
提
携
を
検

討
。
セ
ン
コ
ー
Ｇ
Ｈ
Ｄ
と
の

協
業
が
事
業
機
会
拡
大
な
ど

に
つ
な
が
る
と
判
断
し
た
。

万
８
０
０
０
重
量
㌧
型
の
特

徴
だ
っ
た
浅
喫
水
型
な
ど
の

汎は
ん
よ
う用

性
を
踏
襲
、
40
型
に
大

型
化
さ
せ
た
こ
と
で
燃
費
性

能
が
向
上
し
た
。

　
メ
ド
ウ
ェ
ー
に
よ
る
と
名

村
の
新
造
船
４
隻
の
竣
工
は

第
１
船
が
24
年
４
―
６
月
、

第
２
船
が
同
７
―
９
月
、
第

３
船
、
第
４
船
が
24
年
10
―

12
月
と
な
っ
て
い
る
。

徴
が
問
題
な
い
こ
と
を
立
証

す
る
必
要
が
生
じ
る
と
い

う
。

　
こ
れ
を
受
け
て
Ｆ
Ｍ
Ｃ
で

は
最
終
的
に
判
断
を
下
し
、

法
律
を
順
守
し
て
い
な
い
諸

チ
ャ
ー
ジ
に
つ
い
て
払
い
戻

し
を
命
じ
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
経
て
、
異
議
申
し
立
て

に
関
す
る
正
式
な
実
施
細
則

と
な
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
に
よ
っ

て
荷
主
が
船
社
か
ら
多
額
の

Ｄ
＆
Ｄ
を
課
徴
さ
れ
る
事
例

が
多
発
。
荷
主
側
の
不
満
が

高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
船
社
へ
の
監
視
機
能
強

化
の
観
点
か
ら
Ｏ
Ｓ
Ｒ
Ａ
２

０
２
２
が
成
立
し
た
経
緯
が

あ
る
。
た
だ
、
荷
主
に
よ
る

異
議
申
し
立
て
が
殺
到
す
る

可
能
性
も
あ
り
、
船
社
側
は

警
戒
感
を
強
め
て
い
る
。

　
Ｗ
ｉ
ｓ
ｍ
ｅ
ｔ
ｔ
ａ
ｃ
グ

ル
ー
プ
は
近
年
、
自
社
で
の

海
外
拠
点
増
設
や
、
欧
州
、

ア
ジ
ア
で
の
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併

・買
収
）
な
ど
を
加
速
さ
せ
、

事
業
規
模
が
急
拡
大
し
て
い

る
。
現
在
の
世
界
で
の
拠
点

は
44
カ
所
。
こ
れ
に
伴
い
、

貿
易
ル
ー
ト
も
出
発
点
と
な

っ
た
日
本
―
米
国
だ
け
で
な

く
、
ア
ジ
ア
域
内
、
ア
ジ
ア

―
欧
州
と
い
っ
た
三
国
間
な

ど
多
様
化
し
、
Ｓ
Ｃ
が
複
雑

化
し
て
い
た
。
一
方
で
、
実

際
の
船
社
起
用
な
ど
は
、
各

現
地
法
人
や
各
部
門
の
裁
量

に
任
さ
れ
て
い
た
。

　
海
上
輸
送
の
効
率
化
は
こ

れ
ま
で
も
課
題
で
は
あ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
国
際
物
流

が
混
乱
し
た
こ
と
で
、
具
体

的
な
問
題
と
し
て
表
面
化
し

た
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
各
拠

点
の
主
管
者
を
集
め
た
会
議

で
も
、
船
社
対
応
な
ど
が
議

題
に
上
が
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
今
春
か
ら

Ｗ
ｉ
ｓ
ｍ
ｅ
ｔ
ｔ
ａ
ｃ
フ
ー

ズ
（
旧
西
本
貿
易
）
の
辻
川

弘
社
長
（
西
本
Ｗ
ｉ
ｓ
ｍ
ｅ

ｔ
ｔ
ａ
ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
取
締
役
兼
務
）
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
責
任
者
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
横
断
で
海
上

輸
送
を
改
革
す
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
シ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
始
動
。
船
社
経
験

者
な
ど
も
外
部
か
ら
招し

ょ
う
へ
い聘し

た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
す

る
辻
川
社
長
は
「
取
扱
物
量

が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

実
際
の
輸
送
手
配
は
個
別
に

行
わ
れ
、
効
率
の
悪
さ
が
課

題
と
し
て
あ
っ
た
。
グ
ロ
ー

バ
ル
ビ
ッ
ド
（
国
際
入
札
）

や
、
往
復
双
方
向
で
貨
物
が

あ
る
強
み
を
生
か
し
た
ラ
ウ

ン
ド
ユ
ー
ス
な
ど
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
海
上
輸
送
の
効

率
化・合
理
化
を
推
進
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
ス
ペ
ー
ス
の

安
定
確
保
と
価
格
競
争
力
強

化
を
目
指
す
。
イ
ン
フ
レ
が

著
し
い
昨
今
で
、
安
心
・
安

全
に
適
切
な
価
格
で
商
品
を

届
け
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ

全
体
が
一
つ
に
な
る
こ
と

は
、
物
流
コ
ス
ト
削
減
、
効

率
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
お

客
さ
ま
へ
の
還
元
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

中
長
期
的
な
取
り
組
み
を
加

味
し
て
可
能
性
を
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
狙
い
を
語
る
。

　
現
在
は
、
集
中
購
買
を
担

う
体
制
づ
く
り
、
人
員
の
強

化
や
、
グ
ル
ー
プ
内
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
を
進
め
て
い

る
段
階
だ
。

　
現
在
、
太
平
洋
航
路
で
は

配
船
す
る
ほ
ぼ
全
て
の
船
社

と
、
一
部
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
と

も
契
約
が
あ
る
状
況
。
来
春

の
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
ト
ラ
ク
ト

（
Ｓ
Ｃ
）
を
視
野
に
、
集
中

購
買
を
開
始
す
る
方
針
で
、

船
社
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
よ
り
強
化
し
て
い
く
。

　
グ
ル
ー
プ
全
体
の
２
０
２

１
年
コ
ン
テ
ナ
物
量
は
約
４

万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
達
し
、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
回
復
し
た
。

22
年
通
年
で
は
こ
の
数
字
を

上
回
る
見
通
し
だ
。

　
ア
ジ
ア
―
北
米
間
の
輸
送

が
過
半
を
占
め
、
ア
ジ
ア
域

内
、
ア
ジ
ア
―
欧
州
間
が
続

く
。
北
米
関
連
は
米
国
向
け

日
本
・
ア
ジ
ア
食
品
、
輸
入

総
代
理
店
を
務
め
る
サ
ン
キ

ス
ト
の
商
材
を
中
心
と
し
た

米
国
発
青
果
物
な
ど
が
主
力

で
、
特
に
日
本
食
材
に
つ
い

て
は
世
界
的
な
ト
レ
ン
ド
で

あ
る
健
康
志
向
に
合
致
し
、

非
日
系
販
売
店
な
ど
で
も
取

り
扱
い
が
伸
び
て
い
る
と
い

う
。
ま
た
、
近
年
は
ア
ジ
ア

各
国
の
経
済
成
長
、
生
活
水

準
の
向
上
な
ど
を
背
景
に
、

ア
ジ
ア
域
内
で
の
加
工
食
品

の
取
り
扱
い
も
拡
大
し
て
い

る
。
日
本
食
材
は
今
後
も
消

費
量
が
増
加
す
る
見
込
み

で
、
物
量
も
着
実
に
増
加
す

る
。

　
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
収
益

の
約
３
分
の
２
が
加
工
食

品
、
残
る
３
分
の
１
が
生
鮮

や
、
冷
凍
を
含
む
青
果
物

で
、
海
上
輸
送
で
も
２
分
の

１
以
上
が
リ
ー
フ
ァ
ー
貨
物

と
い
う
の
が
、
特
色
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
。
辻
川
社
長

は
「
こ
れ
だ
け
の
リ
ー
フ
ァ

ー
貨
物
を
動
か
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
は
数
少
な
い
。
品
目

ご
と
に
温
度
帯
に
違
い
が
あ

り
、
取
り
扱
い
が
難
し
い
貨

物
だ
が
、
船
社
の
協
力
を
得

て
、
課
題
を
乗
り
越
え
て
い

る
」
と
語
る
。

　
Ｗ
ｉ
ｓ
ｍ
ｅ
ｔ
ｔ
ａ
ｃ
グ

ル
ー
プ
は
１
９
１
２
年
、
神

戸
で
貿
易
商
社
と
し
て
創
業

し
、
今
年
創
業
１
１
０
周
年

を
迎
え
た
老
舗
企
業
。
生
鮮

品
・
加
工
食
品
な
ど
の
貿
易

を
軸
に
事
業
を
拡
大
し
て
き

た
。
10
年
に
持
ち
株
会
社
制

に
移
行
し
、
15
年
に
持
ち
株

会
社
を
現
社
名
に
変
更
、
17

年
に
東
京
証
券
取
引
所
第
１

部
（
現
プ
ラ
イ
ム
市
場
）
に

上
場
し
た
。

Wismettac フーズの辻川社長

　
大
手
食
品
商
社
の
西
本
Ｗ
ｉ
ｓ
ｍ
ｅ
ｔ
ｔ
ａ
ｃ
（
ウ
ィ
ズ
メ
タ
ッ
ク
）
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
海
上
輸
送
を
中

心
と
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
Ｓ
Ｃ
）
改
革
に
取
り
組
む
。
こ
れ
ま
で
各
事
業
会
社
・
部
門
が
個
別
に
船
社
を

起
用
し
て
き
た
が
、
今
後
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
最
適
化
し
て
い
く
た
め
の
体
制
を
構
築
す
る
。
港
湾
混
雑
な
ど
で

国
際
物
流
の
混
乱
な
ど
が
続
い
た
が
、
安
定
し
た
輸
送
の
確
保
と
運
賃
競
争
力
の
強
化
に
よ
り
、
他
社
と
の
差
別

化
に
つ
な
げ
る
。 海

上
輸
送
で
Ｓ
Ｃ
改
革

競
争
力
強
化
へ

集
中
購
買

西本Wismettac

暫
定
手
続
き
案

荷
主
の
異
議
申
し
立
て

米ＦＭＣ

デラポルタス
ＣＥＯ

セ
ン
コ
ー
Ｇ
Ｈ
Ｄ
に
譲
渡

オ
ー
ナ
ミ
株
式
67
％
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